










































































究』965 号，2017 年 12 月。平田厚志「転向者・小林杜人における「弁証法」的真宗理解について」李洙任・重本
直利編著『共同研究 安重根と東洋平和―東アジアの歴史をめぐる越境的対話』明石書店，2017 年。伊藤晃『転












認識を持っていたのかを見ていこう。主な時期は 1930 年初頭から 37 年頃までである。
　小林の略歴については，「日本社会運動　秘史　年表」という自筆の文書が小林杜人文書にあ
る（6）。これは後述の「日本社会運動秘史」をまとめるにあたって，自ら作成した年表である。
































































































（11）　同会の事業は『帝国更新会思想部要覧』（帝国更新会思想部，1936 年 8 月）にまとまっている。
（12）　小野陽一「実話　最も幸福であつた獄中生活（共産主義の清算）」『現代仏教』89 号，1932 年 2 月。
（13）　小野陽一「実話コント……その二　亡き母へ捧ぐ　共産党員から仏教に帰依した青年の手記」『婦人倶楽部』




年 6 月 10 日のことである。この月，小林は本名で「思想犯の保護を如何にすべきや　帝国更新会































































　この点がより明確に出ているのは翌月の『保護時報』18 巻 4 号に発表された「転向後の輔導援































　1937 年 7 月の日中戦争の勃発は，この傾向をさらに強めることになる。小林も 9 月 1 日に動員
の令に接し，1938 年に待命解除となった。この時の中国出征体験は小林にとっても大きなものだっ
（21）　小林杜人「転向後の輔導援護に就て　転向者は何処へ行く（三）」『保護時報』18 巻 4 号，1934 年 4 月。佐野・
鍋山の転向過程については拙稿「一国社会主義から民主社会主義へ―佐野学・鍋山貞親の戦時と戦後」（『文明構
造論』9 号，2013 年 10 月）参照。なお，同論で 1943 年 10 月の出獄後の佐野学の足取りについてほとんどわかっ




（23）　小林杜人「転向者は立ち上つて居る」『保護時報』19 巻 9 号，1935 年 9 月。
（24）　同上。














　さらに，彼は 1938 年 7 月に時局対応全鮮思想報国連盟の発会式に参加するなかで，彼らの唱え
る「内鮮一体」論に共鳴した。もともと小林は共感を抱いていたが，朝鮮で転向者団体が生まれ，
それに関わるなかでその意を再確認したのだった。
















（27）　「「長期戦と思想問題」座談会」『文藝春秋』16 巻 17 号，1938 年 10 月。





　以前（1933 年 6 月）とはかなり変わっていることが確認できる。まず 1，2 番目の忠孝道への言
及はなかった。3 番目は以前も似た文言があったが，日本を基調とした「世界精神」となった。4，
5 番目は「宗教的転向」を指すが，以前ほどこの点は強調されていない。6 年の間に思想犯保護観



























（33）　思想犯の思想研究・指導のため帝国更新会員を中心に 1935 年 9 月に設立された。
（34）　小林杜人「新東亜建設と思想戦の重要性（巻頭言）」『国民思想』6 巻 4 号，1940 年 4 月。同「世界新秩序と新

































（35）　小林杜人「新政治体制の確立と反共闘争」『反共叢書』第 18 輯，1940 年 10 月。
（36）　小林杜人「新体制と思想転向者（巻頭言）」『国民思想』6 巻 11 号，1940 年 11 月。
（37）　同上。
（38）　小林杜人「新体制下の思想輔導」『昭徳』5 巻 10 号，1940 年 11 月。
（39）　同上。
































（43）　小林杜人「身辺雑記」『国民思想』7 巻 2 号，1941 年 2 月。
（44）　同上。
（45）　小林杜人「巻頭言」『国民思想』7 巻 3 号，1941 年 3 月。












　この沈黙の期間の活動を，彼が『労働運動研究』33 号（1972 年 7 月）から 47 号（1973 年 9 月）
まで 13 回にわたってほぼ毎月連載した「わが半生の回想」から追っていこう（47）。同誌は，1969 年





























































（52）　小林杜人「わが半生の回想（第一回）」『労働運動研究』33 号，1972 年 8 月。
（53）　同上。
（54）　前掲「わが半生の回想（第二回）」。
































































































































































































　秘史刊行から約 10 年後の 1984 年，小林はこの世を去った。その 3 年後，「秘史」は知人によっ
て編集されて，『「転向期」のひとびと』（新時代社，1987 年）として刊行された（74）。小林は一生を
かけて転向と向き合ってきた。戦後の彼の転向論は，知識人のように急激ではなく緩やかに，理論
ではなく信念の問題として語られた。その語りは朴訥としているが，小林が晩年に撒いた歴史の真
実に向かうための小さな種は，「真実を求める人間」によって育まれていくことが望まれよう。
 （ふけ・たかひろ　京都大学人文科学研究所准教授）　
（74）　同書のあとがきによれば，『労働運動研究』編集長由井誓と新時代社の久保田忠夫の間で出版企画が進められ
たが，由井の急逝で遊上孝一に托された，とある（325 頁）。
